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 　　協働学習企画入門

全文テキスト

第２回
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 　　【１】 　　ポートフォリオとは何か 　　【３】 協働学習企画
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●第２回講義の狙い
　eポートフォリオ入門第２回「協働学習企画入門」です。前回は

個人がeポートフォリオ学習をどのように楽しめばいいんだろうと

いうことについて学びました。今回は、今度は、それを学習の輪、地

域づくりの輪に広げていくということについて皆さんと考えていき

たいと思います。

●生涯学習のIT革命
　生涯学習の学び方というものが多様化してきています。特にITと

いうものが普及して、その学び方の質というものが大きく変わりつ

つあります。これはある意味100年以来の大きな変革だと言われて

います。その前は黒船来航。皆さんご存知の黒船来航。幕末を大き

く変えました。そして日本を変えました。そのときに吉田松陰、松

下村塾というのを開いたりしています。寺子屋というところで、主

体的に学ぶということを実践した。それが近代日本を作る大きな力

になったといわれています。

　そして今日は、この現代はインターネットですね。情報革命とい

うものが今起きているわけです。それと共にそれにふさわしい人材

育成、学び方。こういうものが求められてきています。

　それが何かというと、一つはインターネットを活用していくとい

うことなんですね。そして主体的に学んでいくという、その学び方

を広めていくということなんです。その有効な学習方法がeポートフォリオ学習なんですね。そしてこれをもっと地域

の中に広げていく。そして学習の輪を作っていく。そして社会を豊かにしていく。こういうことを皆さんと考えていき

たいというのが今回の「協働学習をどのように企画していけばいいか」というテーマ設定なんです。

●ポストIT講習
　IT講習が各地で開かれています。IT、パソコンというものは何か

をするための手段ですね。決して目的ではないんです。ですから道

具をどう使うかということを学ぶ、ということもあるんですけれど

も、もっと大切なことはそれを何に役立てていくかということです

ね。パソコンも昔と違ってとても使いやすくなってきました。マル

チメディア、インターネット、そしていつでもどこでも持ち運べる

パソコンも出てきています。ケータイのようなものもその端末に

なってきています。そのようにコンピュータ、メディアというもの

の環境が大きく変わってきました。

　そうするとこうものをどういうふうに学習に役立てるか。こうい

う発想も自ずと変わってきます。これまでは一に習熟、二に習熟。とにかく道具を使うので大変でした。ですから、ワー

プロでも表計算でも一つ一つ覚えないといけなかった。ですけれども、これからは生き甲斐、もっと豊かな生き甲斐を

創造していく一つの手段として使ってみると、その辺の発想も全く変わっていくんではないかと思います。

生涯学習に寄せるIT革命の波



56

●学習ニーズの多様化
　生涯学習講座がいろいろな生涯学習施設などで開かれたりしてい

ます。実はとても学ぶ人たちのニーズが多様化してきています。そ

して、メディアも多様化してきているので、この辺の状況変化、学

習のニーズに応えるというのがとても難しくなってきてきつつあり

ます。昔は何か講座を開けば、100人も200人も集まった。ですけれ

ども、今は非常に多様化したニーズの中で、同じ講座を聞きに来る

人が20人、30人と少なくなってきている。そういう状況の変化もあ

ります。そうするとそういったものを企画して提供するというのは

なかなか難しくなってきますね。それは今日の生涯学習のニーズと

ちょっとだんだんとずれてきつつある。そういう状況の変化がある

かと思います。
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協働学習モデル「楽しく協働学習」

●公開講座「楽しく協働学習」
-　これからはどういうふうに生涯学習を進めていけばいいのかと

いうことを考えると、地域学習あるいは地域づくり、コミュニ

ティづくり、そういうふうなものを学習活動、地域の活動にして

いくという発想の転換がとても大切なんですね。

　併せてその中で情報を共有できる。情報を出し合う。こういう

ことが支援できていくととてもいいわけです。そのためにもe

ポートフォリオというものが、一つ仕掛けとしてあるとですね、

それを皆が共有できる。皆で更新できる。そして活動の記録、活

動の様子が伝えられるというふうなことになってきます。

　東北芸術工科大学では2002年に、プッシュコーンという道具を

使って、協働学習のモデルになる「楽しく協働学習」という講座を開きました。これは４回開催しました。いろいろ

なテーマが考えられますので、あれもこれもという具合にはいかないんですが、４つほどに整理しました。一つは

「環境学習」、それから「自然観察」「地域学習」、旅のレポート「旅れぽ」です。こういう４つのテーマで興味ある

テーマの講座を選んでいただいて、皆さんに参加していただいてですね、ポートフォリオをどのようにすればできる

んだろうか。それを実習を含めた形で２日間の講座として開きました。

●講義とフィールド学習
　１日目はレクチャーとフィールド学習ですね。まず午前中は

「協働学習って何？」「プッシュコーンって何？」という概論を、

まずレクチャーを受けていただくという形で開きました。そして

午後はフィールドに出て行って、取材をしてくる。そしてそれを

デジカメを持っていって撮ってくる。ビデオを持って行って撮っ

てくる。そうするとホームページを作る、ポートフォリオを作る

素材ができるわけです。そしてデジカメで撮るということは、対

象世界に対する自分の興味を切り取るということですから、そこ

には自分の何がしかの関心事があるということなんですね。

　それを持ち帰ってもう一回よく観察してみると、いろんなこと

が見えてくる。あるいはなんでそこで自分が撮ったかということの意味が見えてきます。今度はこれを文章にして表

現してみるわけですね。それもまずはあまり時間をかけずに一通りやってみるということがとても大切なことなんで

すね。

　一度やってみることによっていろんなことが見えてくるわけです。そして方法がわかるわけです。１つできると、
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今度は２つ目もできます。２つ目できると３つ目もできます。ですから１回やることがとても大事なんですね。そこ

でいろんなことに気づいていただけるはずなんですね。気づくはずなんです。そして何か面白いことが見えてくるか

もしれないんですね。そういうふうにして始めるというのがこのワークショップの狙いだったんです。

PushCornワークショップ「楽しく協働学習【１】環境学習編」
●開講日：2002年5月18～19日（土・日）各日10：00～17：00

●講師：杉浦正吾（環境学習アドバイザー）、前川道博（東北芸術工科大学専任講師）

●趣旨：

　環境学習の楽しさを皆で体験してみましょう。さらに環境レポートをネットにも公

開してみましょう。環境学習アドバイザーの杉浦正吾さんから環境学習の手ほどきを

うけた後、身の回りの環境をデジカメで撮りながら調査します。

　これまでの環境学習と違い、鉛筆とノートの替わりにデジカメとインターネットを

使ってレポートをまとめます。さらには、ネット上でアドバイザーや受講者どうしが

教えたり教わったりしながら、環境学習がもっと有益になる交流をしてみます。

●ワークショップの内容

・第１日

　講義（午前）　「協働学習」ってな～に／「PushCorn」ってな～に／

環境学習のポイント

　環境調査（午後）　芸工大周辺の環境を皆で調査しよう！

　※環境学習アドバイザーのスタッフが思い思いの場所に同行します。

・第２日

　実習（午前）　「環境レポート」を作ろう！

　実習（午後）　皆で情報をやりとりしよう！

●「協働学習」ってな～に／「PushCorn」ってな～に
　講師：前川道博（東北芸術工科大学専任講師）

●「環境学習」のポイント
　講師：杉浦正吾（環境学習アドバイザー）

学校では「総合的な学習の時間」、週休２日が始まりました。講師の杉浦さんは、こうした状況を活

かしていけるように、PushCornを使って「１イベント１ホームページ」という新しいコンセプトで

学習プログラムを作っていくことを提案しています。

その具体的な実践事例でもある「エコウォッチ in 手賀」を例に、「環境学習」の進め方をわかりや

すく解説していただきました。

学習のポイント：

・マイナス因子、プラス因子などをできる限りあらゆる側面から記録すること

マイナス因子：不法投棄や乱開発など

プラス因子：きれいな公園や道端の花壇など

・記録場所をマップにポイントし、自分のコメントをメモっておくこと

発表する人は２年前の鍛治博さん
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●eポートフォリオ作り
　１日目。そして２日目はポートフォリオ作成と成果発表という

ことで、コンピュータを使って、プッシュコーンを使って、ポー

トフォリオを作り始めるということを体験していただきました。

だいたいこれは半日ぐらいでやって、後は思い思いに時間を使っ

ていただくと。そして心行くところまで作っていただいて、最後

に成果発表をするということでまとめをしました。これで２日間

です。

　だいたいこれぐらいの内容、組み立てで講座を開くことができ

ます。これはもちろん協働学習の入り口に立つものなんですけれ

ども、ここで一通り体験をしたら今度は、自分の中にある、ホン

トに学びたいものですね。これをもう一度問い直していただくといいわけですね。そして私は例えばバードウォッチ

ングが興味があるということであれば、そういうポートフォリオを企画してみればいいわけです。そういう同じテー

マで、何人も参加できるようであれば、協働学習という形にして、地域の人が参加できる講座として開いていただく

と、そこにたくさんの人たちが参加できるわけですね。

　これは、これまでのIT講習。ワープロを使うとか、表計算を使うとかいうのとは全く違う、目的指向の、目的のた

めに道具を使うIT講座になっていくわけなんですね。ITを学習の手段として使う講座ということです。これが協働学

習の基本的な考え方です。

●受講の後は面白さ数倍
　鍛冶さんは公開講座に参加された後で、「最上３３観音」のサイ

トをいきなり作られましたよね。その辺は何か思っていたことが

あったんですよね。

鍛冶　そうですね。私の場合は、何ですか、自分の足跡を残した

いというのが一つ。それから山形県にせっかく聞いたことあるけ

れども、最上３３観音という立派な史跡があるということで、自

分の足でとにかく回ってみようと。本とか何とかありますけれど

もね。自分で、自転車と足で、あと自動車も若干使いましたけれ

ども、自分の眼で確かめてみようということで作りました。それ

が一つ。

　それからもう一つは、登山をやるんですけれども、登山も年齢と共に弱くなりますけれども、高い山は高い山なり

のストーリーを作ってですね、動画と静止画と、花と合わせたもので作っていまして、これは今年も来年もまた随時

積み重ねていきたいなと。目的としてはそんなことで作っていました。

　それを始める前と後と、どういう生き甲斐の違いと聞くのも失礼ですけれど、何が変わりましたか。

鍛冶　それは違いますね。目的と。それから行くということ。で何をするかっていったって、ただ普通ですと山へ行

けばただ登るだけですけれども、今は山で登って、皆さんに少し情報を発信しようということであれば、カメラ技術、

ビデオの技術、それから制作と、やはり一貫した作業が伴います

んで、これは楽しいですね。前後と、前と後と楽しみが増えてま

す。

　何倍か楽しい…？

鍛冶　数倍ですね。

　これは８０倍広げようということなんですね。

鍛冶　そうですね。可能だと思います。
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　コミュニティで生涯学習

●eコミュニティを実践
　はい。で公開講座は2年前になりました。そして、1年前はちょ

うど国民文化祭というのがあったので、そのときに情報レポー

ターというのを組織して、自分たちの地域で開かれる国民文化祭

をレポートしていこう。それを市民の力でやっていこう。それを

ネット上に残していこうということでやったわけですね。

　これも一つのなんといいますかね。コミュニティの活動になっ

ていったと思うんですね。非常にその中で実践力を磨き、スキル

も上がるし、企画して人とつながってやっていくときに、何をど

うしていけばいいんだろうと、いろいろな諸々のことを学ばれた

んだと思うんですね。

　その辺で難しかった点とか、今振り返ってみるとどんなことがありますか。

鍛冶　難しいというか…、とにかく我々あの時点で活動を始めた

というのは、ホントにふって湧いた自分たちの自発的な、発展的

にできた事柄ですから、企画、それからどうしようかと、どんな

編成にしていこうかということから始まりましてね。そして最終

的にどんな決着してどんなサイト作るのかと、そこまでを大体料

理をして、そこに皆くっつけていったと。皆さんの情報、皆集め

ていったと。最後にアップしまして、インターネットで流すとい

う一連の作業を兼ねてたもんですから、企画からとにかく何もか

にも、最後まで集約したということで一つホントに大きい力にな

りましたですね。やはり試行錯誤しながら作ったっていうのが大

きい初めての事柄でしたんで、まして十数名の人間が集まりまし

たからね。その辺もあったような気がします。

●国文祭情報レポーター

海谷　国文祭というのは単発のイベントで、10日間が終わってし

まえば後は何も残らなくなるんですけれども、それまでの期間と

いうのがすごく重要だと思ったんですね。その中での人の出会い

とかいうのを、国文祭が終わってからもずっと続けていけるよう

な、そういった人の関わりっていうのを作っていきたいと思って

ましたので、記録という部分を情報レポーターとして、一つの集

団というか、志を持つメンバーの集まりということで、継続して

活動できるような形にしていきたいと思いました。

　デジカメ持ってらっしゃる方には、写真画像ということでアッ

プしていただいたんですけれども、ビデオカメラを持ってらっ

しゃる方には、動画の形でプッシュコーン使ってアップしていた

だいて、それをインターネット上で公開していきました。
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高橋　私も情報レポーターになっ

て、ビデオカメラを買った。そし

で何とかそれで撮った…。もとか

らそういう趣味があって使いこな

せるという状態ではなかったわけ

です。こう仲間に入ってみると、

自然と友達ができるわけですね。

私の商売上、何というか、おんな

じような職人のつきあいだったの

が、まあ、若い人で、いろんな変

わった人もいるわけだからね。そ

れで面白いと。そしてたまには一杯飲むということで、だんだん深みには

まったというと変だけれども…。

前川　（国民）文化祭情報レポー

ター。海谷さんが呼びかけて集

まられた。ただ、実際にはその

前段には、プッシュコーンワー

クショップという公開講座で、

興味持った何人もの方がいらっ

しゃって、その方たちが参加されて、中心メンバーになっていったという

ことが実はあるんですよね。ですから、そういうのをやりたいと思ってい

る方を集めてもらうような一つの仕掛けとして協働学習企画、ワーク

ショップを開くとかですね。そういう場がとても大切な意味を持ってくる

んではないかな、と思います。
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●eコミュニティで学び合い
　昨年、山形では国民文化祭情報レポーター、さらにはその人た

ちが次の新しいテーマとして、「山形あ・ら・か・る・と」という

地域のレポーターですね。市民が主体で情報を伝えていくってい

うのを始められました。ここではこういうものを「eコミュニ

ティ」と呼んでみたいと思います。

　これはいろいろな意味があります。コミュニティというのは非

常に広い意味です。既にあるコミュニティもあります。例えば町

内会のようなもの。地域の中で既に活動しているというグループ

もあります。その人たちがITを使うということを考えて活かして

いくと、これは一つのeコミュニティに変わっていく。それから

ITを一つの接点としてつなぎあってできてくるコミュニティ。「山形あらかると」「情報レポーター」。これもそう

いったつながりであったかと思うんですね。

　決してバーチャルなものではないんですね。ITを道具として使うというのが一つの共通の接点なんですね。そして

自ら情報を伝えていくという形なんです。自ら伝える情報の部分に限って言うと、前回の講座の中で解説をした「e

ポートフォリオ」という形であったりするわけです。それがさらに情報レポーターという形での活動になるとすると、

それが情報レポートサイトになっていくということなんですね。それをポートフォリオと言うか、情報レポートと言

うかは、あまりたいした違いではないんですけれども、ただ、それが５年、10年と続けば、自ずとそこには大きな情

報の蓄積ができていくということなんです。それはどういう内容、形態であれ、ポートフォリオが一つ一つ成り立っ

ている。そしてポートフォリオを協働で作るということもあるということなんですね。そして一人一人の発信してい

るものが束なると、それがまた束なった形でのものになっていくということなんです。共有されていくということな

んですね。

　このようにポートフォリオ、あるいはそれを使った形での取り組みを通じて人と人とがつながっていく。こういう

ふうな新しいあり方です。これを「eコミュニティ」と考えたいと思います。
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●学習講座はきっかけ作り
　最初のきっかけというものは、公開講座のような、ワーク

ショップのようなものであったりするわけですけれども、当然、

それはその場限りですから、それで終わりです。ただ、それを一

つのきっかけとして、そこで知り合った皆さんが何か次の展開を

始めていくというふうにいくわけですね。これが持続性のあるコ

ミュニティになっていく可能性があるわけですね。

　今日、こちらにお越しになっている皆さんは、２年経って、こ

れからどう進めていけばいいのかなというところを、自分たちの

中で答を出しつつあるということなんです。これからも末長く見

守っていきたいと思っています。

●give and takeで学ぼう
　でも、そのように教えあう、学びあうというのが、まさに生涯

学習講座の、これまでのやり方に替わるものですから、お互いに

教わる、学ぶという形なわけです。ですからご迷惑をかけたとい

う面もありますけれども、むしろ教えてもらう人にとっては、教

えてあげることによってまた学ぶことがあるわけですから。その

give and takeだと思うんですね。それがこれからの新しい学び方

ではないかなと思うんですね。それが「eコミュニティ」の意味す

るところなんです。それが学習コミュニティであることの意味な

んですね。

　これはやはり人間関係。こういうつながりがないと、それはで

きないわけですよね。そうすると、これをどういうふうに導入していくといいのかということなんですよね。今こう

いうものができればいいんだけれども、なかなか出来そうで出来ないという、いくつかの壁があるように思います。
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 　　【４】協働学習で地域活動／裏方のサーバ運用
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●eコミュニティを育てよう
　私たちも2002年に公開講座「PushCornワークショップ」を開い

て、本当にeコミュニティができるんだろうかということは半信

半疑の部分もありましたが、それでもそうしたグループが各地に

形成されつつあります。山形の例で言うと、一つは「やまがた

ネット」というものがあります。東根インターネットクラブ、そ

してひがしねネットですね。東根市を中心とした人たちのつなが

りができていています。そしてやまがたネットは一方で国文祭情

報レポーター、「山形あらかると」の皆さんのような展開を生み出

しているということもあるわけなんですね。

　それから「かすみがうら*ネット」。茨城県の方のかすみがうら

*ネット。環境、霞ヶ浦の様子、市民団体の活動などを記録していこうという取り組みが一つ育ってきつつあります。

それ以外にもいくつかの学習グループが広がりつつあります。こういったものがこの１年、２年の間に徐々に育って

きました。まだまだ時間が経って間もないこともありますので、これから本当に３年、４年、５年と続いたときに、

さらに本物に近づいていくというふうな成熟をしていくんだろうと見ています。

●協働学習は現代の寺子屋
　ここでは生涯学習がeコミュニティを作る。これが不可分に結

びついていくようなものを提案したいと考えています。これは昔

の例で言えば、寺子屋に近いものかもしれませんが、お互いに教

えあい、教えられるという関係ですね。学びあい、学ぶという関

係ですね。これが生涯学習の望ましい姿ではないだろうかと思い

ます。地域に根ざしていくというのがとても意味のあることなん

ですね。それは今ネット社会になって、遠隔地でもお互いに情報

の交換ができるようになりました。ただやはり顔と顔を合わせて

おつきあいする。そこで直接お会いする中で学んでいくと、そう

いう面はどうしても必要なんですよね。なかなかその部分がない

と、自分で行き詰まったときになかなか助けにくいという面が

あったりするのは現実にそうなんです。

　これは一つ地域の中でリアルな人のネットワークと共にeコ

ミュニティができていくといいというのが望ましい姿かもしれな

いと考えています。

地域で学び合い教え合う
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●企画力のあるリーダーを
　協働学習ということなんですが、何を企画するかということは、

それを企画し、コーディネートしてくださるリーダーになるクラ

スの方が求められるということなんです。ですから社会教育施設

でこういったものを企画されるときには、講座を企画される方が、

講師を呼んでレクチャーをしていただくというような発想から転

換していただいて、皆で学びあうというふうな一つ、寺子屋のよ

うなイメージで捉えていただくといいんではないかと思うんです

けれども、皆が集ってそこで何か学べるという形を引き出してい

ただけるような企画をしていただけるといいんではないかと思う

んです。

　これはいろんな切り口があると思うんですね。その辺もまた皆さんとご一緒に考えていけるといいと思っています。

　一つは地域づくりっていうのがあると思うんですね。自分たちの地域を活性化するために何をすればいいんだろう

かというアイデアを出し合う。それをやっていくということですね。

　それから学校で子どもたちがいろいろ学んでいます。お父さんお母さんも一緒に何か出来るとよかったりするわけ

です。なかなかそういう親の交流ってないんだと思うんですよ。何かの機会に親子で参加できるような場を設けても

らうとかですね。それもまた学習機会を提供していくということになると思うんですね。

　そう考えるといろいろあるはずなんですね。それを是非皆さんの中で、じゃあ、自分たちは何をするといいのかな

というふうにお考えいただくといいかと思います。

●自発的に参画し協働で
　協働学習がどういういうものかということなんですけれども、

一人一人の自発的なものの持ち合い、そしてそのコラボレーショ

ン。やりとりですね。掛け合いといいますか。そういうふうなも

のではないかと思います。そしてeコミュニティというものなん

ですけれども、一人一人がしっかりと自分の興味のあるものを

持っている。そして活動を持っているということであって欲しい

と考えています。これは豊かな地域づくり、豊かな社会を作って

いくということであれば一人一人が参画していく。そしてまたそ

のつながりで地域社会もできていくという成り立ち。これと全く

重ねてみることができます。一人一人が自発的、自律的に参画し

ていくという関係性ですね。これが何よりも求められるものなんです。

　そしてその接点としては、皆が興味を持って持続していけるようなものですね。これがコーディネートされている

といいということなんです。そういった活動がやがては、末長く持続性のあるもになっていくと望ましいということ

なんですね。それを通じてITというものを目的ではなく、手段として役立てていくという文化がそこに根付いてい

く、形成されていくというものになっていくんであろうと考えています。
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●皆が参画しやすい企画を
　協働学習をどのようにコーディネートしけばいいだろうかとい

うことなんですが、いくつかポイントがあるかと思います。それ

はポリシーと言いますか。何のためにそれをしていくのかという

理念、運営方針を持つということですね。その上で全体をコー

ディネートしていくということです。

　ですから、これは生涯学習施設であれば、施設の担当の方がそ

れをしっかりと企画していければいいです。それから地域の人と

も連携しあっていくというふうなつながりができるとさらにそれ

が、より豊かなものになっていきます。企画についても皆が参画

しやすいような企画を考える。そしてあまり硬く考える必要もな

いと思うんですね。どんなテーマでもいけます。ただそこに興味を持って参加できる人たちが多いというのがまずは

いいのではないかと思います。学校でも学んでいる子どもたちが今度は親と一緒に何かやってみるとかですね。そう

いったちょっとした誘いかけ。発想の転換。それがあるかないかで、できるかできないかが大きくかわってしまうわ

けなんですね。
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裏方のサーバ運用

●サーバを運用して皆で共有
　こういったコミュニティを作る仕掛けとして、私たちはポート

フォリオのツールを、サーバで皆で運用するというモデルを提案

しています。今回こちらにお集まりいただいている皆さんは、地

元山形ですので、「やまがたネット」という、これも一つのeコ

ミュニティなんですけれども、サーバを運用しそれを皆さんが共

有できるようにするという形で運用しています。

　ただこういうのは裏方の仕事ですので、説明しても人にはなか

なかわかってもらえないという面が現実にあります。ですけれど

も、自分たちが必要なことを実現しようとすれば、権利の実現で

すから、そこは責任もあるし対価も伴うということでもあったり

するわけなんですね。そうすると実際にはお金もかかる。人手もかかるということになるわけなんです。こういうこ

とも合わせて解決していかないといけないことでもあったりするんですよね。

●サーバは経費も手間もかかる
　このように協働学習で皆が参加してポートフォリオを作る。あ

るいはデジタルアーカイブを作るということができます。ただそ

れをどのように運用すればいいのだろうかというのが、また次の

課題になります。

　というのはホームページをネット上に開くためには、サーバが

ないといけないんですね。サーバというものがないとホームペー

ジを公開することができません。サーバというものが必要になっ

てきます。

　そして、このようにたくさんの人たちのものをどんどん載せて

いく。そして画像も音声もビデオも載せていくとなると、たくさ

ん容量がいります。ですから普通のサービスではそういうものに対応することができません。ですから、いかにこう

いうサーバ、サービスを実現していくかは大きな課題になっていくんですね。

　こういうことについては、なかなか技術的な話になったりして、よくわからない、ということで、生涯学習施設で

こういうものを導入する時のネックになっています。わからないから業者さんに頼む。そしてコストをかける。こう

いうのも実際に難しかったりします。

　じゃあ、どうすればいいんだろうか。それは一番安いコストでできる方法が一番いいわけなんですね。ということ

は例えばどういうことかと言うと、学習グループの中で有志の方がサーバを管理したり運用したりする。あるいは何

人か技術のわかる方が分担してボランタリーに支えていく。そういうふうなことが考えられます。それも地域活動の

一つと考えられるんですね。

　これまでは地域活動といった時に、ITが関わってこなかった。ですから、そういったことが発想の中に全くなかっ

たかと思うんです。ですけれどもこれからはITを活用していく時代です。ですから地域の中に技術的な面を支えるこ

とのできる人がいないと、なかなかそういうコミュニティを作る、情報を共有するということの支援は難しいんです

ね。

　で、これを施設の中だけで解決しようとすると、ちょっと難しい面があります。どうしてもお世話をしないといけ

ない。すると難しいからわからないということになります。その一方でお金もかかります。じゃあ、これをどうすれ

ばいいんだろうかということなんですね。

　一つはお金の経費的なところで、負担できるところは負担していただくと、実は非常にいい運用ができるという例

をこれからお見せしたいと思います。そしてそれを市民の方が支えるという形でコミュニティが運営できるというモ

デルケースをご紹介したいと思います。

●サーバとeコミュニティ
→＜eコミュニティ訪問＞の「サーバとeコミュニティ～やまがたネット」を参照。
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●サーバや技術も学ぶと面白い
　私たちもいろいろな取り組みをしながら、サーバを作ったり運

用するのは難しいんではないかなと思ってきました。実際にそう

思って、普通の方にはわからなくてもいいという形でやってきた

面もあります。ですけれども必ずしもそうではないということに

気づきました。それは私たちの一つの成果なんですね。

　ITを活用する。ポートフォリオを作る。グループでデジタル

アーカイブを運用する。共有する。こういう文化が育っていくと、

これまでは全くブラックボックスでよかったサーバという、裏側

にあるものですね。ここに皆さん興味を持ってくるんです。一体

これは何なんだろうというふうに興味が湧くんです。それを決して隠しちゃいけないんですね。これはむしろよく理

解していただくことによって、自分たちがやっていることの意味とか、あるいは全く裏方でやっていたんだけれども、

実はとても大きな役割を果たしている管理者の方の貢献度とかいったものが見えてくるんですね。これもまたお互い

に教えあう、学びあう。こういう関係がとても大事なんです。お互いに理解しあう。とても大切なことなんですね。

これが情報の理解をまた一歩深めるわけです。そういう学び方もとても大切であると、この場を借りて皆さんにお伝

えしたいと思います。

●サーバって何？
　こういう情報を共有する。輪を広げていくためにサーバという

ものがとても大切なわけなんですけれども、サーバというものを

どういうふうに学ぶことができるんだろうか。あるいはどういう

ふうに見ていくとサーバというものが面白いのか、あるいはどう

いうものなのかということをこれからご紹介していきたいと思い

ます。
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留意すべきいくつかの点

●権利の尊重
　eポートフォリオ、デジタルアーカイブ。こういったものをネッ

トに公開するということができるようになってきました。その一

方で気をつけないといけない点、留意しないといけない点があり

ます。それは権利というものを尊重するという考え方ですね。こ

れは自分が撮ったものであれば、自分の著作物になります。その

限りにおいては公開することはよいのですが、他のサイト、他の

方が撮ったもの。これを勝手に載せることはいけないことなので

す。ですからそこはきちんと了解を得た上で載せる。ただそう

いったことをするとなかなか大変ですし、これは自分で基本的に

は撮ったものを載せていくということが一番、学習を、自らやっ

た形のものを出していくということからいっても望ましいんですね。

　とは言いつつも他の人のものを扱うということも場合によっては出てくるかと思います。地域のデジタルアーカイ

ブを作るといった時に、他の人の作品を扱ったりするようなことがあります。そういう場合には、それに対しては十

分に配慮しないといけません。その権利についても整理しておかないといけないことになってきたりします。

●肖像権という問題
　それから自分で撮ったものであっても、例えばそこに人の姿が

写っていたとします。それを勝手に載せると、知らない間に誰か

さんの顔が出ているということになります。こういうものは肖像

権と言いますけれども、肖像権を侵害するということになりかね

ませんので、こういったことに対しても配慮がいるということな

んですね。

　特にこれからは、誰もが情報発信できる。それは大変便利に

なったんですけれども、その一方で、ややもすると人の権利を侵

害しかねない。著作権を侵害しかねない。肖像権を侵害しかねな

い。こういうことがありますので。初めての方。特にその意識が

なかったりするので、ある意味とても怖い面があるんですね。そこは指導される方は是非ご注意いただいて、ご指導

いただきたいと考えているんです。

●取材では事前の了解が大切
　その具体的な方法としては、あらかじめ「こういうものを公開

しますので、よろしいでしょうか？」。例えば取材先に行った時に

あらかじめそういった紙を用意しておいて、お渡しして説明をす

るとかですね。そういった方法も必要になってくるんではないか

と思います。それから学習会で多くの人が参加したりします。お

互いに撮りあったりすると、お互いの顔などが出てしまいます。

そのときにいちいち「公開していいですか？」と確認するのは非

常に不合理なんですね。その場合にはお互いの了解事項として、

「この場で皆でやる様子は公開してもいいですね」ということはあ

らかじめ了解しておく。そうするとお互いに気兼ねなく撮って公

開することができるようになるわけですね。そういったこともコミュニティの中で解決していかれるといいんではな

いかと思います。

　そういう方法がいくつかあると思うんですね。これからの時代、情報を共有する。お互いに情報を出し合うという

ことは、お互いの権利も侵害しやすくなるということでもありますので、特に相手の方の権利というものを気遣って

ですね。気持ちのよい形でお互いに情報を共有できるという社会に進んでいきたいな、と考えていますんで、是非そ

の辺ですね。お考えいただければと思います。
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●自律できるeコミュニティ
　「eコミュニティ」と一言で言うんですが、これは自律できるコ

ミュニティというのを理想としては考えています。それはどうい

うことかというと、自分たちの中で意思決定ができるということ

ですね。そして自分たちの中でいろいろな問題が解決できるとい

うことなんです。お金がかかればお金がかかったように、それも

処理ができるということなんです。そして技術的な面もあります

が、その辺も自分たちで支えられるということなんです。一つの

自治組織といったら大げさなんですけれども、「自治モデル」とい

うものでお考えいただけると、少しわかりやすいかもしれません。

　自分たちの活動ですから、自分たちで責任を持つ。自分たちで

支えられるように、自律したものにしていく必要があるということなんですね。これが末長く続く、一つの核になっ

ていくんではないかと考えています。

　そのメンバー構成など考えますと、まずリーダーですね。活動全体をコーディネーションする役割の方がいります。

それからサーバを構築したり運用したりするシステムの運用管理者というものがいります。技術面を担当したり、計

画から運用までシステム的な面をサポートしていくという役割の人ですね。

　それからパソコンの使い方であるとか、わからないところを教えてあげる。これをITサポーターという言い方で言

いたいと思います。ITサポーター。決して技術的に難しいことでなくていいんですけれども、使い方とかを手ほどき

してアドバイスしてあげられるような人ですね。こういうのがグループの中に程よく混じっているということが皆の

大きな支えになります。

　そして学習する人ですね。サイトを制作したり、学習の主役になる人です。こういう人たちの裾野が大きくなって

いって、全体がお互いにですね。学びあう。教えあう。こういう関係に育っていくと。こういうものがeコミュニ

ティとうものの一つの描けるイメージなんです。

●ITが学習の面白さを引き出す
　生涯学習でITを活用するという一つの提案でもあるわけなんで

すが、とにかくITというものは非常に難しいために、パソコンを

まず学ばないといけない。IT講習のような形がどうしても避けら

れないというようなことで、なかなかそれの生涯学習への展開が

進まないで来ました。ですけれども、これからはもっとやさしい

道具立てでそれぞれの主体的な学習。面白さを引き出すような支

援をしていくという時代に進みつつあります。私たちが取り組ん

できたものは、プッシュコーンという道具を使って、それぞれの

ポートフォリオを作ってもらおう。またそれを通じて協働学習を

考えていただこうということだったんですが、実際にこれができ

るということが、徐々に証明されてきました。そしてその裾野が広がってきつつあります。この機会にもっと、より

多くの方にですね。こういった方法。プッシュコーンが決して唯一の方法ではないんですけれども、やさしい方法で、

本当の、本来の学習の面白さを引き出すことに役立てていただくという文化がもっと広がっていくといいというふう

に考えています。
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●地域に開かれた生涯学習を
　いろいろな課題が生涯学習についてはあります。一つは中高年

齢層の方が非常に多くなってしまうという傾向ですね。本当は

もっと若い人たちと交流できるといいんですけれども、なかなか

社会の中に接触する場面がないということがあるんですね。

　これは一つは大学がもっと地域に開かれていく。こういう形で

そこの中にも協働学習というものが生まれていくんではないかと

いうふうに思います。

　それから中高年層の方の中でお互いに学びあうという形で、特

にITというものは苦手な方が多いようなんですけれども、決して

そんなことはないということは、こちらにご参加いただいている

方も証明されている。ですからそこはやはり自分たちの中の「面白さ」を引き出すことではないのかなと思います。

　で、生涯学習施設。先ほどもサロンが欲しいとか、なかなか住民の人にその場を開放してくれないとかいった指摘

がありました。そういった問題を解決していただいて、eコミュニティが地域に根付くようにですね。是非皆さんに

もご支援いただいて、これからの地域活動のデザインの中に活かしていっていただきたいと思います。


